
不
整
脈
と
は
「
心
臓
の
リ
ズ
ム

の
乱
れ
」
で
す
。
不
整
脈
は
大
き

く
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

『
徐
脈
』
心
臓
を
動
か
す
刺
激
が

な
か
な
か
出
な
か
っ
た
り

刺
激
の
通
り
道
が
通
り
づ
ら

か
っ
た
り
で
脈
が
遅
く
な
る
。

『
頻
脈
』
心
臓
を
動
か
す
刺
激
が

早
く
出
す
ぎ
た
り
、
刺
激
の

通
り
道
に
近
道
が
で
き
た
り

で
脈
が
速
く
な
る
。

『
期
外
収
縮
』
心
臓
を
動
か
す
刺

激
が
い
つ
も
と
違
う
場
所
か

ら
出
る
こ
と
で
脈
が
乱
れ
る
。

不
整
脈
の
主
な
原
因
は
冠
動
脈
疾
患
、
心

不
全
、
先
天
性
心
疾
患
な
ど
の
心
臓
の
疾
患

で
す
が
甲
状
腺
や
肺
に
異
常
が
あ
る
人
も
不

整
脈
が
起
こ
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
加
齢
や
ス
ト
レ
ス
、
睡
眠
不
足
、

疲
労
に
よ
っ
て
も
不
整
脈
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

健
常
者
で
も
期
外
収
縮
は
あ
る
程
度
出
て

る
そ
う
で
、
脈
が
た
ま
に
飛
ぶ
程
度
の
不
整

脈
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
中
に
は
怖
い
不
整
脈
も
あ
り

「
急
に
意
識
が
な
く
な
っ
た
り
、
失
神
し
た

り
す
る
」
「
脈
拍
が
４
０
以
下
で
、
動
く
と

め
ま
い
や
息
切
れ
を
起
こ
す
」
「
突
然
始
ま

る
動
悸
」
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
頻
脈
性
不
整
脈
で
あ

る
心
室
頻
拍
や
心
室
細
動
（
心
臓
が
細
か
く

震
え
血
液
を
送
り
出
せ
な
い
状
態
）
は
放
置

し
た
ま
ま
で
い
る
と
意
識
を
失
い
、
突
然
死

の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
緊
急
な
治
療
（

電
気
的
除
細
動
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
）

を
必
要
と
す
る
不
整
脈
で
「
致
死
性
不
整
脈
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時A

E
D

を
使
っ
て
命
を
救
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
身

近
なA
E
D

設
置
場
所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

も
大
事
で
す
。

脳
梗
塞
と
は
、
脳
の
血

管
が
詰
ま
り
、
脳
の
組
織

に
酸
素
や
栄
養
が
行
か
な

く
な
り
壊
死
す
る
こ
と
で

す
。
脳
梗
塞
に
は
、
①
高

血
圧
な
ど
が
原
因
で
脳
の

細
い
血
管
が
詰
ま
る
ラ
ク
ナ
梗
塞
、

②
動
脈
硬
化
に
よ
る
プ
ラ
ー
ク
が
原

因
で
脳
や
頸
部
の
血
管
が
詰
ま
る
ア

テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
、
③
心
臓

に
で
き
た
血
栓
が
脳
の
血
管
に
詰
ま

る
心
原
性
脳
塞
栓
症
な
ど
が
あ
り
ま

す
。生

理
検
査
室
で
は
、
脳
梗
塞
に
関

連
し
た
検
査
と
し
て
心
電
図
や
心
エ

コ
ー
、
頸
動
脈
エ
コ
ー
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
心
電
図
で
は
心
原
性

脳
塞
栓
症
の
原
因
と
な
る
血
栓
を
作

る
心
房
細
動
な
ど
の
疾
患
が
な
い
か

調
べ
、
心
エ
コ
ー
で
は
同
じ
く
心
原

性
脳
塞
栓
症
の
原
因
と
な
る
弁
膜
症

や
心
臓
内
に
血
栓
自
体
（
下
の
写
真

Ａ
）
が
な
い
か
見
て
い
ま
す
。
頸
動

脈
エ
コ
ー
で
は
頸
動
脈
に
ア
テ
ロ
ー

ム
血
栓
性
脳
梗
塞
の
原
因
と
な
る
プ

ラ
ー
ク
（
下
の
写
真
Ｂ
）
が
な
い
か

な
ど
見
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
以
前
に
「
出

前
説
明
会
」
と
い
う
か
た
ち
で
町
民

の
み
な
さ
ん
の
所
に

出
向
い
て
お
話
し
ま

し
た
。
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正常赤血球は扁平な円盤状で、中

央の両側が凹んでいます。この部分

をセントラルパーラー（中央淡染部）

と呼びます。直径は７～８μｍで、

厚さは、厚い部分が２μｍ、中央の

薄い部分が0.8μｍです。

このような形状をしている理由は、

①表面積が大きくなりガス交換率が

よい形状である。

②外的な物理的刺激や浸透圧の変化

に強い。

③変形能に優れ、赤血球の大きさよ

り小さい血管でも容易に通過でき

る、などがあげられます。

赤血球の成分の2/3は水分で1/3がヘ

モグロビンで占められています。水

分の中には蛋白、脂質、糖質が3%く

らい含まれています。

右は赤血球のイメージ

図です。

☆参考までに

血液が赤く見えるのは、
ヘモグロビンに含まれて
いる鉄に酸素が結合し錆びている状態と
考えればよく、エビ、タコなどの甲殻類
は鉄ではなく銅が使われているため、血
液は青く見えます。

ﾁｪｯｸ！

温泉ソムリエ

この間、温泉ソムリエのセミナーに参加しまし
た。温泉分析書の見方や入浴法など温泉好きには
興味のある内容でした。

今回の開催場所だった森町濁川温泉
では、温泉を地熱発電やビニールハウ
スでのトマト栽培にも利用しています。

↑血栓

↑

プラーク

Ａ, 心エコー画像

Ｂ，頸動脈エコー画像

「
春
」
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
と

変
化
の
あ
る
時
期
で
す
。

何
か
始
め
て
み
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と

「
で
き
る
か
な
？
」

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

４
月
か
ら
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

無
理
は
せ
ず
に
・
・
・

編
集
後
記


